
融融
機
関
の
法
人人
融
資
担
当

者者
に
と
っ
て
信信
用
保
証
協

会
に
会
に
会
に
会
に
よ
る
よ
る
よ

保
証
保
証
はは
、
融
資
融
資
債
権
債
権
のの

保
全
保
全
保
全
保
全
保
全
をを
図
をを
図
る
意
る
意
味
で
味

日
常
日
常
的
に
的
に
利利

用
し
用
し
用

てて
き
て
き
た
手
段
だ
。
し
か
し
、

状
況
状
況
状
況
はは
こ
は
こ
こ
数
年
で
一
変
し
た
。

転
機
転
機
転
機機
はは
２
０
２
０
年年
５
月
、
新

型
コ
型
コ
型
コ
ロロ
ナ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感感
染
症
の
影

響
に
響
に
対
す
対対
す
る
経
済
対
策策
と
し
て
打

ち
出
ち
出
ち
出
さ
れ
ささ
れ
た
実
質
無
利利
子
・
無
担

保
の
保
の
保
の
制制制
度
制
度
融
資
、
い
わわ
ゆ
る
「
ゼ

ロ
ゼ
ロ
ゼゼ
ロロ
融
ロ
融
資
」
を
金
融融
機
関
が
取

り
扱
り
扱
り
扱
っ
た
っっ
た
こ
と
で
あ
ろろ
う
。
21
年

３
月
３
月
３
月
末
の
末
の
末

受
付
終
了
まま
で
、
民
間

金
融
機
関関
は
数
多
く
のの
中
小
・
零

細
事
業
者者
に
急
ピ
ッ
チチ
で
供
給
す

る
こ
る
ここ
と
に
と
に
と

取
り
組
ん
だだ
。
そ
の
規

模
は
模
は
模
は
全
国
全
国
全

で
40
兆
円
をを
超
え
る
。

ゼ
ロ
ゼ
ロ
ゼ
ロ
ゼ
ロ
ゼ

融
資
は
無無
担
保
で
あ

る
が
る
が
る
が
、
信
、
信
、

用
保
証
協
会会
の
保
証
が

必
要
必
要
必
要
だ
。
だだ
。
こ
の
融
資
とと
連
動
し
て

全
国
全
国
全
国
のの
信
の
信
用
保
証
協
会会
に
よ
る
保

証
債
証
債
証
債
務
も
務
も
務

急
増
し
た
（
図
表
）。

ゼゼ
ロ
ゼ
ロ
ゼ
ロ
ゼ
ロ
ゼ
ロ
ゼ
ロ
ゼ

融
資
導
入
前前
の
19
年
３

月
残
月
残残残
高
が
高
が
高

200
兆
円
兆
円
台
だだ
っ
た
っ
た
こ
と
こ
と

か
らら
明
ら
か
だ
ろ
う
。

そそ
し
て
直
近
公
表
の
22
年
７
月

時
点点
を
見
を
見
て
も
、
保
証
債
務
残
高

は
さ
ほ
どど
減
っ
て
い
な
い
。
元
金

返
済
の
据据
置
期
間
が
最
大
５
年
の

ゼ
ロロ
ゼ
ロ
融
資
で
返
済
が
進
ん
で

い
なな
い
た
め
の
よ
う
だ
。
実
際
の

据
置置
期
間
は
２
〜
３
年
が
多
く
、

今
後後
は
返
済
が
始
ま
る
事
業
者
が

増
ええ
る
と
見
ら
れ
て
い
る
。

資
金
繰
り
表
な
ど
で

精
度
の
高
い
見
極
め
を

ここ
の
状
況
を
踏
ま
え
る
と
、
既

存
融融
資
先
の
条
件
変
更
や
新
規
融

資
なな
ど
の
局
面
で
、
金
融
機
関
の

法
人人
融
資
に
は
よ
り
一
層
の
ス
キ

ル
がが
求
め
ら
れ
よ
う
。
し
か
も
、

ゼ
ロロ
ゼ
ロ
融
資
は
緊
急
対
応
だ
っ

た
たた
め
、「
数
は
こ
な
せ
た
も
の

の
スス
ピ
ー
ド
重
視
で
、
企
業
の
実

態
把把
握
や
決
算
書
分
析
は
甘
か
っ

た
面面
が
否
め
ま
せ
ん
」（
中
部
地

方
のの
信
用
金
庫
営
業
店
）
と
い
っ

た
声声
は
少
は
少
な
く
な
い
。

具
体
具
体
的的
な
分
析
の
要
素
で
い
え

ば
、
精
度度
の
高
い
資
金
繰
り
予
定

　コロナ対策で積み上がった融資の返済が進みつつあるなか、信用保証協会の保証
付融資で金融機関の営業店担当者に求められる知識やスキルを解説する。

金
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表
をを
企
業業
に
ア
に
ア
ドド
バ
イ
ス
イ
ス
し
て
し
て
作作

成
すすすすす
るる
と
る
と
る

い
っ
い
っ
た
こ
とと
が
挙
げ
ら

れ
る
れ
るる
。
ま
。
ま
た
、
金
融
機機
関
が
保
証

申
請
申
請請
す
る
す
る
際
の
資
金
需需
要
に
関
し

て
ははは
、「「
融
資
し
た
資資
金
が
生
き

た
使
た
使
た
使使
い
方方
に
な
る
よ
うう
、
表
層
的

な
資
な
資
な
資
金
需
金
需
金

要
だ
け
で
なな
く
経
営
の

根
本
的
なな
課
題
を
把
握握
し
て
お
く

こ
とと
が
大
が
大
切
で
し
ょ
う
」（
栃
木

県
信信
用
保
用
保
証
協
会
経
営
支
援
部
の

安
西西
克
巳
部
長
）
と
い
う
。

実実
際
の
保
証
審
査
で
は
、
当
面

の
資資
金
繰
り
は
も
ち
ろ
ん
、
Ｐ
／

Ｌ
改改
善
の
余
地
、
借
入
金
の
組
替

え
やや
資
産
売
却
な
ど
に
よ
る
Ｂ
／

Ｓ
のの
改
善
、
そ
し
て
金
融
機
関
の

支
援援
姿
勢
も
大
切
に
な
る
。

こ
れ
こ
れ
ら
で
ら
で
求
め
ら
れ
る
の
は
、

「
企
業
のの
存存
続
可
能
性
を
探
り
未

来
予予
想
図
を
組
み
立
て
る
こ
と
で

す
。
財
務
だ
け
で
な
く
事
業
者
の

取
組組
み
や
金
融
機
関
の
支
援
姿
勢

も
示示
さ
れ
れ
ば
、
信
用
保
証
協
会

も
『『
後
は
一
緒
に
や
っ
て
い
き
ま

し
ょょ
う
』
と
前
向
き
に
言
え
る
と

思
いい
ま
す
」（
島
根
県
信
用
保
証

協
会会
営
業
部
の
小
野
拳
部
長
）。

すす
で
に
、
ゼ
ロ
ゼ
ロ
融
資
開
始

か
らら
前
年
比
割
れ
が
続
い
て
い
た

代
位位
弁
済
の
件
数
は
21
年
９
月
か

ら
ププ
ラ
ス
に
転
じ
た
。
今
後
の
事

業
者者
支
援
を
見
据
え
、
基
礎
的
な

ス
キキ
ル
か
ら
培
い
、
支
援
に
取
り

組
んん
で
い
こ
う
。

●

資金繰り表を軸とする
融資後を見据えた保証申請ノウハウ
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（出所）全国信用保証協会連合会公表資料より編集部作成
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